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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号３
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号４

　

常
陸
大
宮
市
の
面
積
は
３
４
８
・
３
８�
で
、

茨
城
県
の
面
積
の
５
・
７
％
を
占
め
る
な
ど
広

範
で
す
が
、
市
内
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用
車

が
ほ
と
ん
ど
で
、
車
を
運
転
し
な
い
方
は
移
動

が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
も
が

安
心
し
て
市
内
を
移
動
で
き
る
よ
う
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
も
重
点
事
業
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
、
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
交
通
シ
ス
テ
ム

が
、
身
近
な
「
市
民
の
足
」
と
し
て
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

ニ
ー
ズ
等
の
把
握
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

集
計
結
果
か
ら
み
る
と
、
現
在
、
バ
ス

の
利
用
は
通
院
や
買
い
物
で
の
利
用
が
主

で
、
月
に
１
〜
３
回
程
度
と
少
な
い
利
用

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
外
出
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の

運
転
や
家
族
の
送
迎
な
ど
、
多
く
の
方
が

自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

外
出
に
対
し
て
、
過
半
数
の
世
帯
が
、

通
院
や
買
い
物
で
家
族
全
員
が
十
分
に
外

出
で
き
る
と
満
足
し
て
い
る
一
方
、
３
割

の
世
帯
が
、
家
族
の
う
ち
誰
か
が
十
分
に

外
出
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
そ
の

年
齢
層
は　

歳
以
上
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

６０

　

新
た
な
交
通
機
関
が
で
き
た
場
合
も
、

や
は
り
病
院
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
行
く
た
め
に
利
用
し
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
が
高
く
、年
齢
層
で
も
、自
分
で
の
移
動

手
段
が
少
な
い
、　

歳
代
や　

歳
以
上
の

１０

６０

方
の
要
望
が
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
は
現
在
、
こ

れ
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
参
考
に
、

市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
に

お
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
検
討
内
容
に

つ
い
て
も
、
ま
と
ま
り
次
第
ご
報
告
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
ほ
か
詳
し
い

集
計
結
果
を
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
��

�
�
�
�

アンケートの概要
目的
　市内循環交通システム検討の基礎資
料として、市民の皆さんの外出に対す
る満足度・意向、バスの利用状況、移
動ニーズ等について、アンケートを 
実施。
対象者及び調査方法
�対象者：住民基本台帳を基に市全域
から約２，０００世帯を抽出。
�配布・回収方法：郵送
�調査票の発送・回収期間：
８月１１日（発送）～８月２５日（回収）

�回収状況：回収票数：６９３票
回収率：３４．７％

         



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号５

・現在バスを利用する人の利用目
的は、通院が４８．７％、買物が
２３．７％となっている。

・利用回数は、「１月に２～３回」
が３１．８％、「１月に１回程度」が
２２．８％と過半数（５４．６％）で利
用回数が少ない状況となってい
る。１週間に３回以上の利用は
１２．４％を占める。

�利用回数

・外出の満足度は、通学を除く各目的で「十
分に外出できている（家族全員）」が過半
数を占めるが、一方で買物、通院で約３割
の世帯が「十分に外出できていない人がい
る」と回答している。

・「十分に外出できていない人がいる」と回答
した世帯でその人数を尋ねると、「１人」、
「２人」という回答の合計が各目的で８割以
上を占めている。また、買物、通院で、６０
歳代と７０歳以上の合計がそれぞれ６２．６％、
７０．６％と高く、十分に外出できていないと
感じている。

・現在の交通手段は、自動車（自分で運転）
が３５．９％、家族等の送迎が２５．８％と自動車
利用が６割を占めている。

�
バ
ス
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て　 

�利用目的

�
日
常
の
外
出
状
況
に
つ
い
て　 

�現在利用している主な交通手段

�外出に対する満足度

�十分に外出できていない人の年齢

�十分に外出できていない人の人数



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号６

�
新
た
な
交
通
機
関
に
対
す
る
利
用
意
向　 

【利用される方の年齢】

６０歳代、７０歳以上が５７．８％と高くなっている。
そのほかでは、１０歳代が９．９％となっている。

�利用される方の年齢

�利用目的

【利用目的】

通院が３６．８％、買物が２７．４％と多く、習い事・
遊び、公共施設利用はそれぞれ１割程度となっ
ている。

�行き先（地域）

【行き先（地域）】

各地域から大宮地域への移動ニーズが高い結果
となっている。

�具体的な目的地

【具体的な場所】

利用目的に対応するように病院、ショッピング
センターへの移動ニーズが高く、次いで商店
街・物産直売所、鉄道駅となっている。

�行きの利用時間

【行きの利用時間帯】

９～１２時が最も多い結果となっている。

�帰りの利用時間

【帰りの利用時間帯】

１２～１５時が２６．５％、１５～１７時が２０．２％と１２～１７
時で４６．７％となっている。

【利用頻度】

新たな交通システムが出来たときの利用頻度は
１ヶ月に２～３回が２０．０％、１週間に１程度が
１５．７％、１ヶ月に１回程度が１３．６％という結果
となった。

�利用頻度

�支払可能な運賃

【支払い可能な運賃】

３００円程度が１５．０％、２００円程度が１４．３％、５００円
程度が１１．８％と、利用に際して一定の負担に理
解を示した結果となっている。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号７

第
３
回
臨
時
会
（　

月　

日
）

11

28

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

17

○
一
般
会
計
（
第
６
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

○
上
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

そ
の
他
の
議
案

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
野
上
原
分
譲
地
の
処
分

第
４
回
定
例
会
（　

月
６
日
〜
）

12

制
定
さ
れ
た
条
例

○
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
契
約
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例

改
正
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
自
然
生
態
観
察
施
設
淡

水
魚
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例

○
常
陸
大
宮
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
や
ま
が
た
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
三

太
の
湯
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
ご
ぜ
ん
や
ま
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
農
林
漁
家
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
農
村
集
落
多
目
的
共
同
利

用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
美
和
物
産
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
御
前
山
農
産
物
直
売
所
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
ふ
れ
あ
い
農
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
西
野
内
運
動
公
園
等
管
理
棟

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
西
野
内
運
動
公
園
及
び
貸
農

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
森
林
科
学
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と

推
進
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

○
常
陸
大
宮
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関

す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
条
例

○
常
陸
大
宮
市
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

○
常
陸
大
宮
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
等

廃
止
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
条
例

○
常
陸
大
宮
市
家
和
楽
青
少
年
の
家
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
家
和
楽
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

17

○
一
般
会
計
（
第
７
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

○
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計（
第
１
号
）

○
温
泉
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

そ
の
他
の
議
案

○
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

○
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
変
更

○
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

○
常
陸
大
宮
市
花
立
自
然
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定

○
常
陸
大
宮
市
美
和
温
泉
浴
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更

○
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
調
剤
薬
局
及
び
無

菌
調
剤
室
器
具
備
品
購
入

○
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
小
児
科
、
産
婦
人

科
外
来
及
び
病
棟
器
具
備
品
購
入

○
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
手
術
用
脳
神
経
外

科
器
具
類
備
品
購
入

○
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
循
環
器
情
報
総
合

シ
ス
テ
ム
装
置
購
入

同
意
さ
れ
た
人
事
案
件

○
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

・
帯
刀　

治
（
水
戸
市
）

・
後
藤　

直
樹
（
常
陸
太
田
市
）

・
大
内　

勉
（
根
本
）

・
寺
門　

登
（
上
村
田
）

・�
槌　

和
哉
（
上
町
）

・
海
老
根　

建
一
（
岩
崎
）

○
人
権
擁
護
委
員

・
野
澤　

知
行
（
辰
ノ
口
）

議
長
発
議
に
よ
る
案
件

○
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

○
陳
情
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

第
３
回
臨
時
会
、
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
議
会



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号８

水道事業会計

※資本的支出額４億４，５７４万円に対して資本的収入額の不足額２億９，６２２万円
は、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消
費税資本的収支調整額で補てんしました。

２６，７５７人給 水 人 口

９，５６２件給 水 件 数

１，５１８，１６６�
／年

有 収 水 量

１２，８０６�
一 日 最 大
給 水 量

９，９９８�
一 日 平 均
給 水 量

８３．２％有 収 率

業務の状況

収支率収支額予算額区分

５０．４％
３億３，５４３万

６千円
６億６，５０７万

２千円
収入収　

益 ２５．２％
１億６，７３４万

１千円
６億６，５０７万

２千円
支出

１８．３％
２，７４３万６千

円
１億４，９５２万

円
収入資　

本 １６．６％
７，３７８万９千

円
４億４，５７４万

円
支出

予算の執行状況

地方公営企業法第４０条の２
第１項の規定に基づく公表
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歳出　支出済額 85億1,269万７千円
常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

��������	
�������
������������

１００．０％１，８２４万９千円国保診療施設勘定

１００．０％６２億４，９８１万７千円下水道事業債

１００．０％２１億１，５２０万８千円上水道事業債

１００．０％３０億５，３９８万円簡易水道事業債

１００．０％１億５，１９９万８千円宅地造成事業債

１００．０％５億２，８８８万３千円温 泉 事 業 債

特別会計

※現在高には平成１７年度借入額を含みます。

市 債 の 状 況

構成比現　在　高科　　目

５．７％１４億９，８１３万２千円総 務 債

０．０％１，２１３万９千円民 生 債

５．７％１４億７，８８４万円衛 生 債

４．０％１０億３，０３１万４千円農林水産業債

０．８％１億９，３１６万５千円商 工 債

１６．１％４１億９，３３３万６千円土 木 債

８．８％２３億２９３万５千円公 営 住 宅 債

２．３％６億５１万１千円消 防 債

９．９％２５億７，４８３万１千円教 育 債

０．３％８，２３７万４千円災 害 復 旧 債

０．１％２，２４７万９千円地域改善対策債

２．６％６億８，３７０万円合 併 特 例 債

２３．６％６１億５，５２８万３千円過疎対策事業債

２０．１％５２億２，８３８万１千円そ の 他

１００．０％２６０億５，６４２万円合 計

一般会計

※平成１７年９月３０日現在の住民基本台
帳人口４９，０５３人で算出しています。

広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号９
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一般会計 予算現額 261億8,196万７千円
歳入　収入済額 104億2,146万７千円

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額特別会計区分

１９億２，３６８万２千円１８億４，７９６万９千円４６億４，２７９万９千円国 民 健 康 保 険

２１億２，３９７万７千円２３億１，６８８万３千円４９億６，０２８万５千円老 人 保 健

２億３，６２３万６千円２億３，１３５万６千円６億７，２７５万円公 共 下 水 道 事 業

２８０万２千円２，９６４万３千円１，６１２万６千円公 営 墓 地

２億３，９９６万２千円３億３，３５６万９千円１４億５，６０５万円農業集落排水事業

１１億２，６０８万９千円１２億６，０１１万９千円２５億６，４５５万２千円介 護 保 険

２億４，７４４万３千円２億１，６５２万２千円８億５，５７２万９千円簡 易 水 道 事 業

１，６０１万２千円１，９３９万８千円２億４，８３７万６千円宅 地 造 成 事 業

１，９２５万１千円４，２６３万１千円２億３，７００万円戸別浄化槽整備事業

２万７千円５５万円３９万円那珂地方公平委員会

１億６，７６３万２千円１億８，１１０万６千円４億４，５２０万円温 泉 事 業

主な財産の現在高
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号１０
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　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp
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元
美
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

平
塚　

次
郎
衛
門
さ
ん（
氷
之
沢
）

　

国
民
参
政
１
１
５
周
年
・
普
通
選
挙　
８０

周
年
・
婦
人
参
政　

周
年
を
記
念
し
て
総

６０

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
選
挙
の
適
正

な
管
理
執
行
と
選
挙
啓
発
運
動
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
授
与
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

１１

２９

に
て
、
第　

回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン

３３

ク
ー
ル
中
央
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
好
き　

い
ば
ら
き　

県
民

会
議
で
進
め
て
い
る「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
お
い
て
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
成
果

を
あ
げ
て
い

る
団
体
等
を

表
彰
す
る
も

の
で
す
。
市

内
で
は
次
の

団
体
が
、
美

し
い
地
域
づ

く
り
の
成
果

を
認
め
ら
れ

受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

茨
城
県
知
事
賞
（
受
賞
団
体
は
平
成　

〜
１８

　

年
度
ま
で
「
花
と
緑
の
県
民
運
動
」
モ

２２デ
ル
団
体
に
指
定
）

【
地
域
の
部
】
小
舟
下
高
齢
者
ク
ラ
ブ

睦
美
会
（
緒
川
地
域
）

茨
城
県
議
会
議
長
賞

【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
】

　

松
之
草
高
齢
者
ク
ラ
ブ
松
寿
会

（
緒
川
地
域
）

茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

【
団
体
職
場
の
部
】
寿
会
（
美
和
地
域
）

茨
城
県
花
き
園
芸
協
会
長
賞

【
学
校
の
部
】
大
宮
中
学
校
（
大
宮
地
域
）

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
理
事
長
賞

【
地
域
の
部
】
睦
会
（
美
和
地
域
）

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
会
長
賞

【
団
体
・
職
場
の
部
】
寿
会
（
美
和
地
域
）

平
成　

年
度
感
謝
状
贈
呈
団
体
（
平
成　

１７

１３

年
度
か
ら
モ
デ
ル
指
定
団
体
と
し
て
運
動

に
取
り
組
み
、
今
年
度
で
モ
デ
ル
指
定
を

終
了
す
る
団
体
）

【
地
域
の
部
】

小
舟
上
高
齢
者
ク
ラ
ブ
明
老
会

（
緒
川
地
域
）
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市
内
の
美

し
い
環
境
を

守
る
た
め
、

大
宮
地
域
と

美
和
地
域
に

お
い
て
ク

リ
ー
ン
作
戦

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

■　

月　

日　
（
大
宮
地
域
）

１１

２７

　

当
日
は
５
、５
０
０
人
以
上
の
住
民
が

参
加
し
、
地
域
内
の
沿
道
で
の
ゴ
ミ
拾
い

を
実
施
。
可
燃
ゴ
ミ
２
、４
８
０�
、
不

燃
ゴ
ミ
２
、２
７
０�
の
ゴ
ミ
を
回
収
し

ま
し
た
。

■　

月
４
日　
（
美
和
地
域
）

１２

　

環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
自
治
会
内
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
や
美
和
中
学
校
の
生
徒
に
よ

り
普
段
か
ら
利
用
し
て
い
る
主
要
道
路
沿

い
を
自
治
会
ご
と
に
分
か
れ
作
業
し
た
結

果
、
可
燃
ゴ
ミ
５
０
０�
、
不
燃
ゴ
ミ
４

３
０�
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん

の
活
動
に
よ

り
、
道
路
が

一
層
き
れ
い

に
な
り
ま
し

た
。
寒
い
中

の
清
掃
作

業
、
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　
　

月
６
日
、
北
茨
城
市
五
浦
海
岸
周

１１
辺
を
会
場
に
、
美
和
地
域
体
育
協
会
主

催
に
よ
る
「
美
和
歩
く
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

人
の
参
加
者
た
ち
は
、
潮
風
を
浴

７５
び
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

回収されたゴミの山（大宮地域）回収されたゴミの山（大宮地域）

美和地域クリーン作戦の様子美和地域クリーン作戦の様子

大宮中学校花壇の様子大宮中学校花壇の様子

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																

















����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

美
和
歩
く
会



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号１１

緑
の
少
年
団
活
動
で
森
林
教
室

　

自
然
に
親
し
む
こ
と
で
、緑
を
愛
し
、守

り
育
て
る
心
を
培
お
う
と
、
大
子
林
業
指

導
所
の
指
導
の
も
と
、
村
田
小
学
校
と
美

和
中
学
校
で
森
林
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
田
小
学
校
で
は
、　

月　

日
、
学
区

１１

２８

内
に
あ
る
大
宮
自
然
公
園
「
や
す
ら
ぎ
の

森
」
に
お
い
て
５
年
生
が
間
伐
、
６
年
生

が
丸
太
で
ベ
ン
チ
づ
く
り
に
挑
戦
。

　

各
学
年
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
の

こ
ぎ
り
で
木
を
切
り
倒
し
た
り
、
ベ
ン
チ

用
の
丸
太
を
必
要
な
長
さ
に
切
り
出
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
思
う
よ
う
に
切
れ
ず
に
疲
れ

た
様
子
を
見
せ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

グ
ル
ー
プ
内
で
交
代
し
た
り
、
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
作
業
し
て
い

ま
し
た
。
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６
年
生
が
作
成
し
た
ベ
ン
チ
５
台
は
、訪

れ
た
方
が
の
ん
び
り
休
め
る
よ
う
に
、
森

林
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
和
中
学
校
で
は　

月　

日
に
行
わ

１２

１４

れ
、
森
林
の
働
き
や
そ
の
大
切
さ
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
実
際
に
校
舎
裏

の
学
校
林
で
間
伐
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
上
手
く
の
こ
ぎ
り
が
使
え
ず
戸

惑
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
大
き
な
木
を
倒
し
た
瞬
間
に
は
、

そ
の
迫
力
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
間
伐
し
た
木
は
、
生
徒
た
ち
に
よ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
の
製
作
に
利
用
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
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こ
の
ほ
ど
、
上
町
に
地
区
集
会
場
と
し

て
公
民
館
が
新
築
完
成
し
ま
し
た
。（
上

町
第
５
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

委
員
長　

鯉
渕
一
三
さ
ん
）

　

床
面
積　
・
８
１�
（
約　
・
８
坪
）
の

９８

２９

建
物
に
は
、
和
室　

畳　
（　
・
３
９�
）、

２４

４１

談
話
室
（　
・
１
８�
）、
ト
イ
レ
（
７
・

２３

９
９�
）、
倉
庫
（
６
・
６
２�
）
等
を
備

え
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
、
１
、８
１
２
万
円
で
、
こ

の
う
ち
の
１
、０
８
０
万
円
が�
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
の
目
的
は
、�
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が「
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
」

を
住
民
の
行
う
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
施
設
・
設
備
の
整
備
に
助

成
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
行
う
も
の
で
す
。

　

施
設
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
利

用
さ
れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
が
さ
ら

に
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数
88.318921474.3263591.1163179７月１日
87.520323264.0162590.3187207８月１日
92.121022890.0273092.4183198９月１日
93.325026877.3172294.723324610月３日
89.922324871.4202892.320322011月１日
92.016117577.8212794.614014812月１日

ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、毎月シートベルト着用調査を実
施しています。 ◎７～１２月調査分　　場所：山方宿駅前　

車に乗ったらシートベルトを忘れずに！車に乗ったら車に乗ったらシートベルトを忘れずに！シートベルトを忘れずに！

村田小学校の様子村田小学校の様子

美和中学校の様子美和中学校の様子



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号１２

◆
一
般
男
子
Ⅰ
部

Team
K
ings

①
渡
辺　

大
生
（    
  
    
）

②
川
崎　

謙
一
（
バ
ン
ク
ス
）

③
川
村　

泰
之
（
球
友
ク
ラ
ブ
）

Team
K
ings

大
谷　

俊
介
（    
  
    
）

◆
一
般
男
子
Ⅱ
部

①
河
野　

義
男
（
美
和
卓
球
ク
ラ
ブ
）

②
寺
門　
　

光
（
美
和
卓
球
ク
ラ
ブ
）

③
大
森　
　

要
（
東
信
Ｓ
Ｓ
）

郡
司　

範
雄
（
小
場
卓
球
ク
ラ
ブ
）

◆
一
般
女
子
Ⅰ
部

Team
K
ings

①
宮
本
江
美
子
（    
  
    
）

②
小
野　

莉
央
（
球
友
ジ
ュ
ニ
ア
）

③
小
室　

奈
緒
（
球
友
ジ
ュ
ニ
ア
）

Team
K
ings

岡
崎　

有
香
（    
  
    
）

◆
一
般
女
子
Ⅱ
部

①
斉
藤　

光
代
（
村
石
卓
球
ク
ラ
ブ
）

②
岡
山　

公
代
（
美
和
卓
球
ク
ラ
ブ
）

③
木
村
千
加
子
（
美
和
卓
球
ク
ラ
ブ
）

小
沼　

馨
子
（
村
石
卓
球
ク
ラ
ブ
）

◆
中
学
生
男
子
１
年
の
部

①
大
貫　
　

翼
（
山
方
中
）

②
石
川　

優
真
（
山
方
中
）

③
仲
野　

和
希
（
山
方
中
）

◆
中
学
生
男
子
２
年
の
部

①
井
野
上
賢
太
（
美
和
中
）

②
菊
池　

浩
平
（
山
方
中
）

③
増
子　

貴
亮
（
山
方
中
）

◆
中
学
生
女
子
１
年
の
部

①
岡
崎　
　

彩
（
美
和
中
）

②
河
野
真
也
子
（
美
和
中
）

③
寺
門　

優
花
（
球
友
ジ
ュ
ニ
ア
）

◆
中
学
生
女
子
２
年
の
部

①
小
室　
　

彩
（
球
友
ジ
ュ
ニ
ア
）

②
菊
池　

美
姫
（
美
和
中
）

③
皆
川　

知
美
（
美
和
中
）

　
　

月
４
日
、
御
前
山
総
合
支
所
周
辺
を

１２
コ
ー
ス
に
、「
第　

回
御
前
山
宣
言
タ
イ
ム

１８

ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
が
走
る
タ
イ
ム
を
事
前
に
申
告
し
、

実
際
に
走
っ
た
時
間
と
の
差
が
少
な
い
人
が

上
位
と
な
る
タ
イ
ム
ス
の
部
と
、
到
着
順
を

競
う
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
行
い
、
約
１
２
０
人

の
参
加
者
は
日
ご
ろ
の
鍛
え
た
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
タ
イ
ム
ス
の
部
】

親
子
の
部

①
茂
垣
松
治
・
華
奈
組
②
西
野
功
一
・
康
介
組

③
真
野
章
子
・
大
地
組
④
青
山
元
子
・
智
美
組

⑤
児
島
和
孝
・
伶
音
組

⑥
大
部
み
か
・
竹
之
介
組

小
学
３
・
４
年
の
部

①
小
林
寛
希
②
古
田
土
美
佳
③
児
島
み
ち
る

④
蓮
田
貴
大
⑤
星
野
ゆ
き

小
学
５
・
６
年
の
部

①
小
野
愛
莉
②
児
島
詩
菜
③
蓮
田
未
来

④
疋
田
葉
月
⑤
石�
里
穂

中
学
男
子
の
部

①
石�
翔
大
②
粕
谷
直
樹
③
小
池
政
博

④
加
藤
木
拓
也
⑤
疋
田
駿
⑥
宮
崎
祐
典

中
学
女
子
の
部

①
桜
井
志
佳
②
疋
田
知
恵
美
③
押
野
紗
央
里

④
小
林
美
穂
⑤
石�
直
美
⑥
檜
山
千
晶

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

小
学
３
・
４
年
の
部

①
小
室
洋
平
②
平
石
隆
司
③
真
野
笑
馬

④
楠
正
聡
⑤
疋
田
拓
哉

小
学
５
・
６
年
の
部

①
皆
川
優
希
②
金
子
高
徳
③
田
中
一
成

中
学
男
子
の
部

①
仲
田
俊
喜
②
大
貫
真
③
石
崎
達
也

④
石�
裕
稔
⑤
宮
下
直
也
⑥
石�
剣

中
学
女
子
の
部

①
上
久
保
結
衣

風
を
切
っ
て
走
れ
！
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●
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（
西
部
総
合
公
園
グ
ラ
ン
ド
）

���������������������������������������������������������������������������◆
中
学
生
の
部

優　

勝　

大
宮
中
学
校

準
優
勝　

那
珂
第
四
中
学
校

第
３
位　

緒
川
中
学
校

峰
山
中
学
校

◆
一
般
・
高
校
の
部

優　

勝　

那
珂
高
校

準
優
勝　

Ｓ
Ｃ
緒
川

第
３
位　

C
A
N
A
R
Y

城
北
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

◆
団
体
の
部

Team
K
ings

①    
  
    

②
球
友
ク
ラ
ブ
Ａ

③
美
和
卓
球
ク
ラ
ブ
Ａ
・
山
方
卓
球
ク
ラ
ブ

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

（
西
部
総
合
公
園
体
育
館
）

���������������������������������������������������������������������������

�

団体の部で優勝した
Team Kingsの皆さん

�

タイムスマラソン「親子の部」の様子

☆順不同・敬称略
①優勝　②準優勝　③第３位



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号１３

③
小
野　

夏
子
（
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　

石
川　

悠
希（
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
）

○
中
学
生
男
子
の
部

①
小
野
瀬
俊
輔
（
山
方
中
）

②
木
村　

健
氏
（
山
方
中
）

③
鈴
木　
　

明
（
山
方
中
）

　

小
泉　

諒
弥
（
大
宮
尚
武
館
）

○
中
学
生
女
子
の
部

①
岡
崎　

智
美　
（
山
方
中
）

②
大
森　

彩
弓　
（
山
方
中
）

③
木
村
美
沙
紀　
（
大
宮
尚
武
館
）

　

萩
野
谷
里
佳
子　
（
山
方
中
）

○
高
校
・
一
般
の
部

①
大
高　

弘
嗣

②
高
村
ひ
と
み

③
大
塚　

秀
樹
・
宮
崎　

智
仁

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

（
西
部
総
合
公
園
体
育
館
）

������������������������������������������������������������○
小
学
生
団
体
の
部

①
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

②
緒
川
剣
道
教
室
Ａ

③
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ
・
山
方
剣
心
会
Ａ

○
中
学
生
団
体
の
部

①
大
宮
中
学
校
Ａ

②
大
宮
尚
武
館

③
大
宮
中
学
校
Ｂ
・
山
方
中
学
校
Ｃ

○
個
人
／
小
学
生
４
年
生
以
下
の
部

①
永
田　

周
大
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

②
篠
根　

和
樹
（
大
宮
尚
武
館
）

③
関
根　

貴
則（
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　

平
塚　

拓
也（
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
）

○
個
人
／
小
学
５
・
６
年
生
男
子
の
部

①
黒
澤　

拓
也
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

②
大
森　

悠
資
（
山
方
剣
心
会
）

③
園
部　

祥
吾
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　

辻　
　

拓
幹
（
美
和
剣
道
ク
ラ
ブ
）

○
個
人
／
小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部

①
小
泉　

祐
佳
（
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
）

②
関　

千
絵
美
（
緒
川
剣
道
教
室
）

����������	
��
����
（美和中学校体育館）

　１１月２０日、美和地域にとっては今シーズン最後の大会でもあ
り、６チーム約８０人の参加者が集まり開催されました。
　どの試合もすばらしいチー
ムワークで接戦を繰り広げ、
会場全体が盛り上がりました。
優　勝　下檜沢チーム
準優勝　細谷チーム
第３位　三河戸課長チーム

総合優勝

●「市長杯」 小林　将也（大宮）
●「大宮新聞社杯」 関　　敦子（霞空）

【型の部】
○未就学児の部（共通）

①小森　聖奈（大宮）
②大貫　早希（緒川）
③石崎　晃太（緒川）

○小学１年生の部（共通）

①高津　智成（志空）
②小森　淳平（緒川）
③堀江　統偉（緒川）

○小学２年生の部（共通）

①鈴木　叶恵（美和）
②小林　千晃（美和）
③大森　樹里（美和）

○小学３年生の部（共通）

①高津　美里（志空）
②小林　愛永（大宮）
③皆川　龍也（大宮）

○小学４年生の部（共通）

①皆川　　翔（美和）
②上久保　亮（緒川）
③平石　隆司（緒川）

○小学５年生の部（共通）

①柳岡　良来（志空）
②鈴木　睦子（美和）
③皆川　善孝（大宮）

○小学６年生の部（共通）

①堀江　貴俊（美和）
②関　　敦子（霞空）
③小野　祐司（緒川）

○中学生男子の部（共通）

①羽石　敏明（大宮）
②澤原　　健（大宮）
③小林　克至（美和）

○中学生女子の部（共通）

①冨山　奈津実（志空）
②小野　美咲（緒川）
③大森　寿子（霞空）

【組手の部】
○幼・小１～２年の部（協会）

①高津　智成（志空）
②木口　伊武輝（霞空）
③細貝　凪沙（霞空）
○幼・小１～２年の部（糸東会）

①堀江　翔（緒川）
③堀江　統偉（緒川）
③小森　聖奈（大宮）
○小学３～４年の部（協会）

①和知真太郎（志空）
②小橋　直希（志空）
③中島　公平（志空）
○小学３～４年の部（糸東会）

①平石　隆司（緒川）
②上久保　亮（緒川）
③大貫　吉宏（緒川）
○小学５年男子の部（共通）

①佐藤　　航（緒川）
②皆川　善孝（大宮）
③木村　大介（緒川）

○小学６年男子の部（共通）

①小林　将也（大宮）
②小野　祐司（緒川）
③木村　佳史（緒川）

○小学５・６年女子の部（共通）

①関　敦子（霞空）
②小野　愛莉（緒川）
③細貝　亜沙海（霞空）

○中学生男子の部（共通）

①小林　克至（美和）
②千葉　達也（霞空）
③澤原　　健（大宮）

○中学生女子の部（共通）

①小野　美咲（緒川）
②冨山　奈津実（志空）
③安掛　友紀（霞空）
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������������������������������������������������������������������������	
��
��� （１２月１１日　西部総合公園体育館）

※(　)は支部名
(大宮)　糸東会大宮支部
(緒川)　糸東会緒川支部
(美和)　糸東会美和支部
(御前山)　糸東会御前山支部
(志空)　協会大宮支部（志空館）
(霞空)　協会山方支部（霞空塾）

市長杯を受ける小林さん市長杯を受ける小林さん
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午後５時以降午前10時～午後５時

大人　300円
小人　200円

大人　500円
小人　300円

　１年中楽しめる温泉ですが、やはり寒さが
身にしみるこの季節が一番恋しくなります。
　慌ただしい年末年始で疲れた心と身体を癒
しに、身近にある温泉施設を、どうぞご利用
ください。

（諸沢5071番地　�57－4126）
�東館と西館があり、スケールの大きな温泉施設。東西は日替わりで男女
が入れ替わり、それぞれ楽しむことができます。

●泉　　質　炭酸水素塩・硫酸塩・塩化物泉のナトリウム系弱アルカリ泉
●効　　能　皮膚病・婦人病・やけど・切り傷・子どもの虚弱体質改善など
●営業時間　午前10時～午後９時
●休　館　日　毎週水曜日（祝日の場合は翌日）
●入浴料金

���������	
������

��������	
��
������

�那珂川を望む高台に位置し、露天風呂からは、四季
折々の美しい景色が楽しめます。

●泉　　質　ナトリウム硫酸塩泉
●効　　能　動脈硬化症・切り傷・やけど・慢性皮膚

病・神経痛・筋肉痛・関節痛・五十肩・打
ち身・冷え性・病後回復期・健康増進など

●営業時間　午前10時～午後９時
●休　館　日　毎週木曜日（祝日の場合は翌日）

����������
（氷之沢3139番地　�58－2682）

�全国でも珍しい、船と同じスクリューを使って流れを起
す流水浴があり血行促進や運動不足の解消、シェイプ
アップ効果に適しているとともに癒しの効果もあります。

●泉　　質　アルカリ性単純泉
●効　　能　神経痛・筋肉痛・関節痛・五十肩・運動麻

痺・関節のこわばり・うちみ・慢性消化器
病・痔疾・冷え性・疲労回復・健康増進など

●営業時間　午前10時～午後９時
●休　館　日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
●入浴料金

午後５時以降午前10時～午後5時

大人 500円
小人 250円

大人 700円
小人 350円平　日

※３歳未満無料大人 1,000円
小人 500円土日・祝日

＊３歳未満無料

（長倉407番地の2　�55－2626）

●入浴料金

午後４時以降午前10時～午後４時

大人 500円

小人 250円

大人 800円
小人 400円平　日

大人 1,000円
小人 500円土日・祝日

＊３歳未満無料



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１月号１５

　

旧
美
和
地
区
に

は
樹
齢
八
百
年
と

い
わ
れ
て
い
る
三

浦
杉
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
こ
の

三
浦
杉
と
そ
の
所

在
す
る
吉
田
八
幡

神
社
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

��
���
��
せ
い 
ひ
つ�

�
��

　

小
田
野
に
鎮
座

す
る
吉
田
八
幡
神

社
。
鬱
蒼
と
茂
る

巨
木
群
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
二
株
の

巨
樹
は
「
三
浦
杉
」
と
呼
ば
れ
、
神
社
の
御

神
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
年
に
県
指

定
の
天
然
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。
幹
の
周

囲
は
お
よ
そ
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
屈
曲
も

な
く
真
っ
直
ぐ
に
天
に
伸
び
た
姿
に
は
圧
倒

さ
れ
ま
す
。

　

伝
説
に
よ
れ
ば
、
久
寿
二
（
一
一
五
五
）

年
、
相
模
国
（
神
奈
川
県
）
の 
三 み 
浦 

う
ら
の 

大  
介  
義 

お
お 
す
け 
よ
し

 
明 
が
、
九
尾
の
狐
退
治
の
命
を
受
け
て
下
野

あ
き国

（
栃
木
県
）
那
須
野
ヶ
原
に
赴
く
途
中
、

こ
の
神
社
に
参
拝
し
、「
首
尾
よ
く
退
治
で

き
た
暁
に
は
こ
の
杉
天
に
そ
び
え
よ
」
と
祈

願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
浦
大
介
が
退
治
し
た
九
尾
の
狐
は
、
そ

の
後
石
と
な
り
毒
気
を
は
き
続
け
た
と
言
わ

れ
、
那
須
の 
殺 せっ 
生 

し
ょ
う 

石 
と
し
て
有
名
で
す
。
こ

せ
き

の
杉
は
昔
「
鎌
倉
杉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
水
戸
藩
の
二
代
藩
主
光
圀
の

と
き
に
三
浦
大
介
の
狐
退
治
の
故
事
を
聞

き
「
三
浦
杉
」
と
改
称
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
「
八
幡
神
社
」

と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
の
を
光
圀
が
「
吉

田
神
社
」
と
改
め
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）
年
、
氏
子
ら
の
願
に
よ
っ

て
旧
名
に
復
し
、「
吉
田
八
幡
神
社
」
と
い

う
現
在
の
社
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

狐
退
治
は
見
事
に
成
功
し
、
三
浦
大
介

の
願
い
ど
お
り
現
在
も
こ
の
杉
は
天
に
向

か
っ
て
伸
び
続
け
て
い
る
の
で
す
。

������
��
	

�
�
�

　

小
田
野
地
区
に
は
、
三
浦
大
介
義
明
に

関
す
る
言
い
伝
え
が
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

�１
 

三
浦
大
介
が
狐
退
治
に
行
っ
た
帰
り
、

再
び
小
田
野
の
地
に
立
ち
寄
り 
冑 
を
脱

か
ぶ
と

ぐ
と
そ
の
冑
が
石
に
な
り
、
今
は
カ
ブ

ズ
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
が 
烏 え

 
帽  
子 
を
脱
い
で
掛
け
た
と
こ
ろ
は
烏
帽

ぼ 

し

子
掛
け
と
い
い
、
小
田
野
上
郷
か

ら
馬
頭
の
大
那
地
の
間
で
あ
る
と

い
う
。

�２
 

三
浦
大
介
が
合
戦
に
赴
く
際
、
虚

空
蔵
尊
像
と
稲
荷
の
像
を
背
負
っ

て
上
檜
沢
を
通
り
か
か
っ
た
と
こ

ろ
急
病
に
な
り
、
箱
地
の
平
塚
家

の
厄
介
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
看
護

を
受
け
、
回
復
し
た
が
、
尊
像
が

重
い
の
で
出
立
す
る
際
尊
像
を
置

い
て
い
っ
た
。
平
塚
家
で
は
長
い

間
そ
の
像
を
長
持
に
入
れ
て
置
い
た

が
、
あ
る
と
き
狐
が
出
て
、
長
持
の
中

の
稲
荷
を
出
し
て
祀
る
よ
う
人
の
口
を

借
り
て
言
っ
た
と
い
う
。そ
れ
は
平
塚
家

の
氏
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
。

�３
 

三
浦
大
介
が
狐
を
退
治
し
た
剣
は
三
浦

神
社
（
小
田
野
上
郷
）
の
前
身
の
永
福

寺
に
納
め
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
狐
つ

き
の
病
人
の
枕
元
に
お
く
と
治
る
と
い

わ
れ
て
い
た
。
あ
る
と
き
二
人
の
猟
師

が
射
止
め
た
狐
を
食
べ
た
と
こ
ろ
、
一

人
は
間
も
な
く
奇
病
に
か
か
り
息
絶
え

た
。
三
日
後
に
は
も
う
一
人
も
病
気
に

な
っ
た
。
周
囲
の
人
が
み
る
に
狐
つ
き

の
よ
う
な
の
で
、
三
浦
大
介
の
剣
を
借

り
て
き
て
病
人
の
家
に
入
ろ
う
と
す
る

と
急
に
剣
を
お
さ
め
る
よ
う
叫
び
出

し
、
狐
は
病
人
の
体
か
ら
脱
け
出
し
逃

げ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
こ
の

宝
剣
の
力
を
借
り
に
、
遠
方
か
ら
も
狐

つ
き
に
悩
む
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（『
美
和
村
史
』、昭
和
六
〇
年
度
美
和
寿
大
学
編

『
美
和
村
の
昔
ば
な
し
と
伝
説
』か
ら
引
用
、編
集
）

　

他
に
も
い
く
つ
か
の
話
が
言
い
伝
え
と

し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
遠
く
相
模
国
か

ら
き
た
三
浦
大
介
の
伝
説
が
こ
の
よ
う
に

数
多
く
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
小

田
野
の
人
々
の
三
浦
大
介
へ
の
愛
着
の
深

さ
の
あ
ら
わ
れ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
彼
が
晩
年
に
自
分
の
姿
を
刻

ん
だ
と
い
わ
れ
る
彫
像
は
、
三
浦
神
社
に

納
め
ら
れ
て
お
り
、
小
田
野
の
地
を
見
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

※
現
在
は
枝
の
落
下
な
ど
の
危
険
性
が
あ

る
た
め
三
浦
杉
の
根
本
ま
で
は
入
れ
ま
せ

ん
。
遥
拝
所
か
ら
で
も
十
分
に
杉
や
拝
殿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
安
全
の

た
め
神
社
側
の
指
示
に
従
っ
て
ご
見
学
く

だ
さ
い
。 

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�������������������	
�
よし だ はち まん じん じゃ

▲

八
百
年
の
風
格
を
漂
わ
せ
る
三
浦
杉

▲

吉
田
八
幡
神
社
拝
殿
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　平成１６年度中におけるストーブによる火災（概数）をみると全国で１，６９５
件発生し、なかでも石油ストーブによる火災は１，０２３件で最も多く、全体
の６０．４％を占めています。また、ストーブによる火災の主な原因は、可燃
物の接触・落下、引火・ふく射、使用方法の誤り、消し忘れ、過熱、使用
中の給油などとなっています。

��������	
��
　○ストーブの近くに紙や衣類など燃えやすいものを置かない
　○ストーブの近くでヘアスプレーなどの引火の危険性があるものを使用しない
○カーテンなどがストーブに接触しないように、それらのものから離して使用する

　○ストーブの上方に洗濯物などを干さない
　○不完全燃焼による一酸化炭素中毒を防ぐため、定期的に部屋の換気を行う

����
○取扱説明書をよく読んで、正しく使用する
○石油ストーブに灯油を給油する場合は、火を消してから行う
○カートリッジタンク式のものは、給油後、タンクのふたを確実に締める
○一定以上の震動を感じたり、転倒した場合に自動的に消火する対震自動消火装置付きのものをで
きるだけ使用する

○就寝時、外出時には、必ず完全に消火していることを確認する

������������������������������������
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東
消
防
署
は　

月
１
日
に
火
災
期
に
向

１２

け
て
本
部
庁
舎
を
利
用
し
て
消
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
夜
間
に
共
同
住
宅
３

階
建
て
か
ら
の
火
災
発
生
を
想
定
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
隊
が
、
建
物
内
に
取
り
残
さ
れ
た

数
名
の
逃
げ
遅
れ
者
を
安
全
か
つ
迅
速
に

避
難
誘
導
し
な
が
ら
、
は
し
ご
を
活
用
し

�
�
�
�
�
�
�

た
救
出
訓
練
、
現
場
指
揮
統
制
訓
練
、

消
火
訓
練
等
、
各
資
機
材
を
活
用
し
、

迅
速
確
実
な
消
防
活
動
並
び
に
隊
員
の

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

第　

回
全
国
消
防
操
法
大
会
茨
城
県

２０

代
表
選
考
会
が
、　

月　

日
に
茨
城
県

１１

２６

立
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

場
し
た
美
和
消
防
団
は
、
惜
し
く
も
優

勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
訓
練
の
成
果
を

十
分
発
揮
し
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
、

今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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　年末年始や年度の変わり目は、お酒を飲む機会が多
い時期です。健康を損なわず、楽しく飲むために、お
酒の上手な飲み方について考えてみましょう。

■飲み過ぎによる体への影響

■上手なお酒の飲み方
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　お酒を飲むと、アルコールは胃や小腸から吸収され、
血液に入って数分のうちに全身にくまなく染みわたりま
す。体内に入ったアルコールは肝臓へ運ばれ、大部分の
アルコールがここで分解されます。
　お酒を飲みすぎると肝臓の働きを悪くするだけでな
く、全身のさまざまな臓器にも影響を与えます。また、
一気飲み等からくる急性アルコール中毒では、脳の呼吸
中枢に影響し、命の危険もあります。

�アルコールは眠りにつきやすくしますが、眠りが浅くなったり、利尿作
用で夜中に目を覚ますなど、睡眠の質を悪くします。

�飲酒後の入浴は血圧の変動を激しくしますので、注意しましょう。
�アルコールで薬を飲むのは危険ですのでやめましょう。
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１．適量をまもる
　　１日の適量は・・・

２．食べながら飲む
�食べ物が胃腸の粘膜を保護
し、胃をあれにくくします。
�食べながら飲むとペースが
ゆっくりになり、血液中のア
ルコール濃度の急激な上昇を
防ぎます。

３．水分を取る アルコール度数の高い、強いお酒は薄めて飲みましょう。

４．楽しい雰囲気で飲む 明日への活力となるような飲み方を。

５．週に２日は休肝日を作る 日本酒１合を肝臓で分解するのには３時間かかります。２合では
 ６時間もかかります。お酒を飲まないで肝臓を休めることが必要です。
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９・23日
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�美和かわせみの会のおはなし会
�����������������	
��������

�ロゼのつどいのおはなし会
������������������	
��������

�めばえの会のおはなし会
������������������	
��������

�どんどんちっちのおはなし会
������������������	
��������

�名作映画劇場
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�はみんぐばあどのおはなし会
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�子ども放送局
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